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″υ平面において,0は 原点,Pは 曲線″2+ν2=4("≧ 0,ν≧0)上を点 (2,0)から点
(0,2)まで動く点とする。OPを 1:2に 内分する点をHと する。Hを 通りOPに 垂直な

直線1放物線ν=■2_手 との交点で,″座標が正の交点をQと する。
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(1)Qの ″座標のとりうる値の範囲は
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π≦ャ嘔=ヨ である。
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